





































































































































































































第１時　 80 5 6％ 2 3％
第２時 70 7 10％ 4 6％
第３時 130 30 23％ 13 10％
第４時 169 61 36％ 10 6％
第５時 97 40 41％ 13 13％
第６時 168 95 57％ 38 23％









「役割分担を決める大切さ」に気付いた内容が増えていることが読み取れる。（第４時：a, d, e, h 第５時：k,m）ま
た，「チームで立ち位置を決めるよりも，その中で自分の役割を十分にこなすことが勝利につながる」と気付いた児童
もいると確認できた。（第５時：p 第６時：t 第７時：x）
　ここから，ネット型ゲームにおける児童の思考は，コート内での立ち位置より，「トス」「アタック」「レシーブ」と
いう役割を十分にこなせる役割分担と，それに基づいた立ち位置を考えることに重点がおかれていると確認できた。
　
表５　学習カードに記述された児童の振り返りの内容（①，②などの番号は同一児童を表す）
第１時
「ゲーム中に声掛けができなかった」⑯⑱⑳㉑㉓㉔　　「ボールをしっかりと返せなかった」⑪⑮㉘㉙
「動けなかった」③⑤⑧⑩　　「チームの人に任せていた」⑲㉒㉖　　「ゲームのルールを理解できた」①②④⑨
「味方のボールをうばってしまった」㉗㉛　　「ボールをたたく位置を間違えた」⑦　　「自分のことしか考えてい
なかった」⑬　　「人のいないところがわからなかった」⑥⑫⑭⑰　　「コートの後ろにいて動かなかった」㉕
第２時
「チームメイトに声がけできなかった」⑤⑳㉑㉗㉛　　「声を出してボールをとりたい」③④⑧⑨⑱㉒㉓
「ひざを意識するとボールをうまく操作できる」⑦⑬⑮⑰㉗㉛　　「全体に伝わる声の大きさでゲームの指示を出し
たい」①⑥⑲㉔　　「コートにすきまができないように構える」⑩⑫⑭㉕ 　「ボールを打つ強さを考える」⑪㉙㉚
「チームを盛り上げないと，みんな動きが固まってしまう」②⑯㉖㉘
第３時
「『○○さん打って』と進んで声掛けできた」①⑱⑳　　「動き方がわかってきた」③⑤㉑　　「ひざを使って仲間に
正確なパスを出したい」　⑪⑬　「『ナイス』と声をかけるとチームが盛り上がる」②⑥㉔　　「『１，２，３』とみ
んなでカウントを数えるとプレーしやすい」④⑲㉒　　「味方がボールを打ちやすいように高く上げる」⑦⑭㉗㉙㉚
「味方の『アウト』という声掛けを無視してボールを打ってしまった」⑨⑮㉓㉕　　「敵のコートで空いているとこ
ろを見つけたら『右』や『左』と進んで声を出したい」⑧⑫㉖㉛　　「ネットの近くにいるとアタックしやすいが，
近すぎるとネットタッチが起こりやすい」⑩　　「ボールを回してから攻撃したほうが余裕が出る」⑯⑰㉘
第４時
ａ「全員がコートの前に出て，後ろが空いてしまった」③⑪⑲㉑　　ｂ「体全体を使うようにすると正確なパスをし
やすい」⑤⑬㉗　　ｃ「低いパスは速い攻撃ができるけど，雑なプレーになってしまう」①⑭　　ｄ「連携の仕方を
変えたらうまく行動できた」⑨⑫⑳㉚　　ｅ「トスをする人は一人でよかった。二人でやったら混乱した」⑧⑱㉒㉙
ｆ「敵のコートで空いているところを見つけたら『右』や『左』と進んで声を出した」②⑥㉖
ｇ「レシーブではワンバウンドをしてからすると，ボールを取りやすい」④⑩⑮㉓　ｈ「コートの立ち位置を決めて
も，試合ではうまくいかない。役割に応じた動き方を一生懸命にすればうまくいく」⑦⑯⑰㉔㉕㉘㉛
第５時
ｉ「後ろからアタックしても相手コートに入りにくい」②⑩⑪⑰㉑㉚　　ｊ「空いているコートよりも敵の顔近くを
ねらったほうが点数をとりやすい」①　　ｋ「役割分担はボールをつなげやすい」⑱㉓㉔㉗㉙　　ｌ「攻撃パターン
を増やさないと点数がとりにくくなった。Ｓさん一人に頼ってしまった」⑨⑭　　ｍ「トスは一人でいいが，アタッ
カーは２人必要」⑤⑥⑮⑳㉖㉛
ｎ「相手コートの空いているところは，自分のチームで守りにくいところだと感じた」⑯
ｏ「動いてレシーブすることは難しい。だけど，味方と相談して私は自分の身の回りだけのボールをレシーブすると
決めた」③　　ｐ「毎回チーム内で打つ順番を決めるようにした。そうしたら動きやすかった」④⑦⑧⑫⑬⑲㉒㉕㉘
第６時
ｑ「これまでやってきたことをやれば勝てると思った」①⑤⑥⑨⑰⑱⑳㉗㉛　　ｒ「だんだん慣れてきて声掛けを忘
れた。そうしたら負けた」②⑦㉔　　S「味方が失敗しても仲間がフォローすれば助けられる」③④⑩⑪⑭⑲㉕㉚
ｔ「声掛けの重要性に改めて気付いた。みんな自分勝手な行動をしては勝てない」⑧⑫⑬⑮⑯㉑㉒㉓㉖㉘㉙
第７時
ｕ「高いトスは味方がアタックしやすそうだった」①⑪⑮⑲㉔㉘
ｖ「最後の大会で１位をとれてうれしかった」⑥⑭㉕
ｗ「アタックが気持ちよく決まりうれしかった」②③⑧⑨⑱㉓
ｘ「ネット型ゲームで大切なことは役割分担に応じた動きをしっかりととること」④⑦⑫⑬⑯⑰㉑㉗㉚㉛
ｙ「『パス・パスアタック』と声をかけるとリズムよく攻撃ができた」⑤⑩⑳㉒㉖㉙
126
　(3)　考察
　本研究で実践したサークルバレーボールは，毎時間ゲーム中におけるチーム内の動きを振り返らせた。その結果，
「意図的に攻撃するためには，チームとしてどのようにゲームに臨むか」に視点をおいた児童の思考に深まりが見られ
た。また，「アタック率」や「アタック成功率」の高まりも確認できた。ここから，児童の思考力や判断力の育成を図
れるネット型ゲームの一教材として提供できると期待できる。しかし，児童の記述からも読み取れるように，さらなる
思考の深まりを生むためには，まず，ゲームを展開していくために必要な技能を養うことが不可欠である。今回の実践
も，単元のほぼすべてにおいてタスクゲームを取り入れた。このことが，児童の技能の保障につながり，それが思考の
深まりに影響したと推察できる。効果的なボール運動の授業を展開していくためには，児童の技能の保障が大切である
と言えよう。
５　今後の課題
　本研究で実践した教材は，ネット型ゲームの一教材になるものと期待できる。しかし，教具に課題が見えた。特に，
ボールについては再検討が必要である。軽いボールであると空気抵抗が大きく，アタック時には，正確に相手コートに
ボールを打ち込むための高度な技能が要求される。そのため，運動の苦手な児童にとっては参加しにくい教材になって
しまう。その他に，今回は高学年（第６学年）で実践した。中学校でのボール運動とのつながりから見ると，果たして
高学年のネット型教材として適しているのかについては疑問が残る。高学年で実施するには，ボールの種類やコートの
広さ，またゲームルールにおいて難易度をもう少し高めるなど再検討の余地が残る。今後，中学校のボール運動（ネッ
ト型）とのつながりを視点にもちながら，ルールの変更や教具の見直しをして，さらなる良い教材になるように模索し
ていきたい。
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